
麦
の
穂
、
真
珠
星

　
皆
さ
ん
は
、
ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O
の

二
階
に
あ
る
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

「
ス
ピ
カ
」
を
ご
存
知
で
す
か
。

　「
ス
ピ
カ
」
は
乙
女
座
の
一
等
星
で
、
ラ
テ

ン
語
で
「
麦
の
穂
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、

そ
の
輝
き
の
美
し
さ
か
ら
和
名
で
は
「
真
珠

星
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
三
年
三
月
、
一
粒
の
種
か
ら
青
々

と
広
が
る
麦
の
よ
う
に
男
女
共
同
参
画
社
会

が
根
づ
き
、
一
人
一
人
が
真
珠
の
よ
う
に
輝

く
佐
世
保
に
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
、

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ス
ピ
カ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
オ
ー
プ
ン
六
年
目
の
昨
年
十

一
月
に
実
施
し
た
「
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
」で
は
、男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
「
ス
ピ
カ
」
の
認
知
度
は
約
　50

％
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
人
が
多
い
と
い
う

の
が
現
実
で
す
。

　「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い
言

葉
に
「
う
～
ん
…
」
と
尻
込
み
し
が
ち
で
す

が
、「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
！
」。
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ス
ピ
カ
」
に
行
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
体
験
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
輝
く
あ
な
た
の
「
ス
ピ
カ
」
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
月
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

「
ス
ピ
カ
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

研修室1

図書・交流コーナー

調理実習室

研修室2

創作室こども
の部屋

事務室受
付

02

特集

男女共同参画
推進センター
「スピカ」

諮
入
口

女性
相談室

【スピカ案内図】

男女共同参画都市させぼ宣言

九十九島の海風のように、
あたたかく包んでくれる　させぼ

あなたもわたしも、共に生きよう
性別や年齢、すべての壁を乗り越えて

多様な生き方を認め合おう
自立と平等を基本に

個性や能力を生かせる社会を創ろう
自らの意思と行動で

家庭に地域に　学校に職場に、
一人ひとりが対等に参画し、
責任も喜びも分かち合える、
平和な社会をめざして

ここに　佐世保市は
「男女共同参画都市」を宣言します。

　　　　　　　平成13年10月　佐世保市

利用時間　月・木・金曜　9:00～18:00
　　　　　火曜　　　　　9:00～20:00
　　　　　土・日曜　　　9:00～17:00
休 館 日　毎週水曜、祝日、12月29日～1月3日
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男
女
共
同
参
画
社
会

　
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ス
ピ
カ
」

の
中
の
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
が
、

「
ス
ピ
カ
」を
知
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　「
参
画
」
と
は
、
意
思
決
定
過
程
へ
加
わ
る

こ
と
を
い
い
、
参
加
よ
り
も
一
歩
踏
み
込
ん

だ
行
動
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は
、
男
女
が
、

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責
任
も
分

か
ち
合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
。「
時
代
」、「
社
会
」、「
男
女
」
の
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
に
支

え
合
い
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
う
、
誰

も
が
平
等
に
生
き
ら
れ
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
事
・
育
児

　
本
市
が
こ
と
し
五
月
に
行
っ
た
「
ま
ち
づ

く
り
市
民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
※
）で
、

「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
事
・
育
児
と
い
う

考
え
方
に
つ
い
て
、ど
う
思
い
ま
す
か
」と
い

う
設
問
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
賛

成
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
が
　
・
3

35

％
、「
反
対
・
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
が

　
・
4
％
で
し
た
。
賛
成
派
は「
男
性
」、「
七

27

十
歳
以
上
」、「
無
職
」、「
専
業
主
婦
・
主
夫
」

で
多
く
、
一
方
反
対
派
は
、「
女
性
」、「
四
十
歳

以
上
」、「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
ア
ル
バ
イ
ト
」
で

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
若
年
層
で
は
、
小・中
学
校
で
男
女
混
合
名

簿
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
も
あ
り
、
日
常
生
活
で
性
別
に
よ
っ

て
何
か
を
考
え
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
す

が
、社
会
に
出
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に「
男
性

は
仕
事
、
女
性
は
家
事・育
児
」
と
い
う
「
性

別
分
業
意
識
」
が
根
づ
い
て
く
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
二
年
前
の
調
査
で
は
、
年
齢
を

追
う
ご
と
に
増
え
て
い
た
賛
成
派
が
、
子
育

て
世
代
の
女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
で
き
て

い
る
影
響
も
あ
る
の
か
、
今
回
は
こ
の
世
代

が
一
番
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、

「
男
だ
か
ら
」、「
女
の
く
せ
に
」
と
い
う
刷
り

込
ま
れ
た
考
え
が
残
る
高
年
齢
層
で
は
、
ま

だ
ま
だ
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
意

識
が
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
よ
う
で

す
。

自
分
ら
し
く
生
き
る
社
会

　
こ
の
「
男
だ
か
ら
」、「
女
の
く
せ
に
」
と

い
っ
た
よ
う
な
価
値
観
を
見
直
し
、
男
女
は

平
等
で
あ
る
と
い
う
意
識
改
革
を
行
う
こ
と

が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
教
育
・
労
働
・
子
育
て
支
援
・

高
齢
者
福
祉
・
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴

力
の
根
絶
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女

共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
、
平
成
十
三
年
十

月
に
「
男
女
共
同
参
画
都
市
さ
せ
ぼ
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を

め
ざ
す
　
わ
が
街
佐
世
保
」
の
実
現
を
図
る

た
め
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
し
、
学
び
、
仲
間
作
り
を
す
る
場
所
と

し
て
開
設
さ
れ
た
の
が
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
「
ス
ピ
カ
」
で
す
。

　「
個
性
を
生
か
し
て
は
つ
ら
つ
と
、
女
性
も

男
性
も
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
を

作
っ
て
い
こ
う
！
」、「
男
性
の
家
庭・地
域
参

加
、
女
性
の
社
会
参
加
を
推
進
し
、
複
数
の

居
場
所
を
持
て
る
よ
う
に
し
よ
う
！
」。「
ス

ピ
カ
」
は
そ
の
た
め
の
情
報
収
集
・
発
信
の

場
所
だ
と
い
え
ま
す
。

　「
ス
ピ
カ
」で
は
、
情
報
収
集
・
発
信
、
研

修
、
相
談
、
交
流
関
連
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

（※）まちづくり市民意識アンケート調査=市民意識・意向を把握し、第6次市総合計画に反映させるため、市内在住の満
　　　16歳以上の市民3,500人を対象として、平成19年5月10日から6月4日に実施。有効回答数1,402通（回収率40.0％）。


